





























































































出所：General Statistics Office （2008−2010）より作成。
図２．ベトナムの輸出と貿易収支推移（2000−2010年）（単位：100万USドル）













表１．国内資本と海外投資の国内産出高構成推移ᅜෆ㈨ᮏ⏘ฟࢩ࢙࢔ FDI⏘ฟࢩ࢙࢔ ᅜෆ㈨ᮏ⏘ฟࢩ࢙࢔ FDI⏘ฟࢩ࢙࢔
1995 74.91 25.09 2004 63.96 36.04 
1996 73.27 26.73 2005 62.72 37.28 
1997 71.08 28.92 2006 61.65 38.35 
1998 67.36 31.98 2007 60.77 39.23 
1999 65.25 34.75 2008 59.69 40.31 
2000 64.06 35.94 2009 59.33 40.67 
2002 64.57 35.43 2010 58.76 41.24 





































and Kharas 2007, 4−5）。では、この罠からどう逃れるか。従来の東アジア諸国の成長は規模の経
済に基づいていた。しかし、中所得から成功裏に高所得経済になるためには、技術に焦点を合わせ
ねばならない（Gill and Kharas 2007, 18）。こうして報告書は、中国、インドネシア、マレーシア、
フィリピン、タイに焦点を合わせて考察を進めている。
この指摘は、その後の東アジア成長論の主要テーマとなる。2011年８月に刊行されたアジア開発


























トナムでも大きな関心を呼び起こしている（トラン 2010；Cai 2012；Economist 2012；Felipe 





































































が大野の論点である（大野・藤本2006, 15；Ohno/Fujimoto 2006, 15）。ASEANにあってはこの課
題はシンガポールを除かねばならないが、ベトナムがこの壁をどう乗り越えるかである。
同フォーラムは2008年に、報告書『新興工業国としてのベトナム─2020年に向けた政策の射程
─』（Vietnam as an Emerging Industrial Country：Policy Scope toward 2020）を発表し、ベトナ
ムが2020年までに基本的な工業国になるための主要な課題を扱っている。インターネットで公開さ





















































出所： Paper prepared for the Knowledge Sharing Program（KSP）for Supporting the Establishment 
of Vietnam’s Mid- and Long-term Socio-Economic Development Policies（2010）．（Cited from 
Nguyen Thi Bich Ha’s materials submitted to Nagoya University ERC’s 26th International 
Conference on “From the Crisis to a New Growth： Global Financial Crisis, Great East Japan 
Disaster and East Asia”， Oct. 28, 2011.）
ᮇ㛫㸦Period㸧 GDP ᡂ㛗⋡(Growth Rate) ㈨ᮏ㸦Capital)ᐤ୚ᗘ ປാ㸦Labor)ᐤ୚ᗘ ඲せ⣲⏕⏘ᛶ㸦TFP)ୖ᪼⋡
2010−2014 6.79 2.90 1.08 2.81 
2015−2019 6.22 2.62 0.79 2.81 
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